
」M幽

第
一
一回

平
成

一
一十

一
年

五
月
十
六
日

考
古
学
か
ら
み
た
日
本
の
中
世
か
ら
近
世
へ
の
社
会
変
貌

-
研
究
の
現
状
と
展
望
を
中
心
と
し
て
ー

川
口

宏
海

は

じ
め

に

近
世
考
古
学
の
研
究
は
、
二
〇
数
年
を
経
て

一
定
の
成
果
を
あ
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
特
に
、
関
西
に
お
い
て
は
、
中
世
か

ら
続
く
堺

・
京
都

・
奈
良
町
や
豊
臣
秀
吉
が
建
設
し
た
大
坂
城
下
町
な
ど
の
都
市
遺
跡

の
調
査

・
研
究
が
進
ん
で
い
ま
す
。

一
方
、
城
郭
や
銭
貨

・
墓

・
鋳
造
遺
跡
な
ど
の
研
究
か
ら
も
、
近
世
移
行
期
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

輸
入
陶
磁
器
や
国
産
陶
磁
器
、
在
地
土
器
な
ど
の
出
土
遺
物
か
ら
も
編
年
や
画
期
論
が
盛
ん
と
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

文
献
史
学
で
は
、
織
田
信
長
政
権
を
も

っ
て
近
世
と
と
ら
え
る
説
や
豊
臣
秀
吉
政
権
の
成
立
を
も

っ
て
近
世
と
す
る
説
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
考
古
学
か
ら
み
た
ら
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
本
報
告
は
、
こ
れ

ま
で
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
都
市
遺
跡
研
究
の
立
場
か
ら
研
究
の
現
状
を
整
理
し
、
近
世
社
会
の
成
立
に

つ
い
て
の

私
の
見
解
を
示
す
と
共
に
、
今
後
の
課
題
を
展
望
し
ま
す
。
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1

.
遺

構
論

か

ら
見

た
画

期

(
表

1
)

(
1
)
都
市
遺
跡
に
よ
る
画
期
論

遺
構
の
中
で
、
特
に
政
治
的
な
動
き
を
直
接
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
城
郭
、
城
下
町
を
含
む
都
市
遺
跡
で
す
。

中
世
後
期
～
近
世
初
頭
の
都
市
と
し
て
は
、
ま
ず
古
代
よ
り
連
綿
と
首
都
と
し
て
機
能
し
た
京
都
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
京
都
は
応
仁
の
乱

(
一
四
六
七
～
七
七
)
以
後
荒
廃
し
ま
す
が
、
戦
国
期
の
都
市
に
姿
を
変
え
て
継
続
し
ま
す
。
永

禄

=

一年

(
一
五
六
九
)
に
は
織
田
信
長
が
足
利
義
昭
を
戴
い
て
入
京
す
る
と
と
も
に
足
利
将
軍
邸
を
建
設
し
、
天
正

一
九

年

(
一
五
九

一
)
に
は
、
信
長
の
後
を
継
い
だ
豊
臣
秀
吉
が
京
都
に
天
正
地
割
を
施
し
、
御
土
居
や
寺
町
を
建
設
し
て
大
改

造
を
行
い
ま
す

(第
3
図
)
。
こ
れ
ら
の
遺
構
が
市
内
各
地
で
発
掘
さ
れ
、
都
市
京
都
に
大
き
な
画
期
を
も
た
ら
し
た
こ
と

が
堀
内
明
博
氏
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す

(参
考
文
献
14
)
。

ま
た
、
中
世
後
期
か
ら
は
、
大
阪
府
堺
市
の
堺
環
濠
都
市
遺
跡
や
兵
庫
県
神
戸
市
の
兵
庫
津
遺
跡
な
ど
が
港
湾
都
市
と
し

て
発
達
し
ま
す
。

特

に
堺
環
濠
都
市
遺
跡

(第
9
図
)
は
、
応
仁

の
乱

(
一
四
六
七
～
七
七
)
に
ま
つ
わ
る
政
治
的
対
立
の
影
響
で
、
文

明
元
年

(
一
四
六
九
)
以
来
、
守
護
大
名
細
川
氏
方
の
遣
明
船
の
発
着
港
と
な

っ
て
か
ら
急
速
に
発
達
し
、

一
六
世
紀
前

半
の
大
永
七
年

(
一
五
二
七
)
か
ら
享
禄
五
年

(11
天
文
元
年

・
一
五
三
二
)
に
か
け
て

■堺
公
方
」
と
呼
ば
れ
た
細
川
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氏

の
再
興
に
よ

っ
て
都
市
は

に
よ

っ
て
焼
亡

し

た
後
、

循

A

六

五
)

の
大
坂
夏

の
陣

豊
臣
氏
が
滅
ん
だ
慶
長

○
年

な
変

革

が
起

こ
り
ま
す
。
ま
た
、

表1遺 構論から見た画期論

域
が
開
発
さ
れ
た
り
す
る
大
き

た
環
濠
が
埋
め
ら
れ
、

東
部
地

に
よ

っ
て
都
市
の
象
徴
で
あ

っ

年
A

五
八
六
　

に
豊
臣
秀
吉

き

ま

す

。

そ

し

て

、

天
正

的
に
も
重
要
な
存
在
と
な

っ
四 て

の
港

湾
拠

点

と
も
な

り
、

政
治

大
名
と
し
て
成
長

し
た
三
好
氏

紀
中
頃
に
は
四
国

の
有
力
戦
国

晴

元

の
拠

点

と
な
り
、

六
世

△初源期 ○小画期 ◎大画期

項目
個別遺構論 個別都市論

便所 竈 堺 京都

氏名 川口宏海 前川要 山上雅弘 森村健一 績伸一郎 堀内明博

15C

1 14C中 頃～

2
△1期 中世都市
萌芽期

3 △出現 △出現 △裏地開発

4
○皿期中世都市
発展期

16C

1 共同利用 共同利用

2 ○個別利用成立 ○個別利用成立△出現 皿期 ○裏地占有化

3
OIV期 中世都市
隆盛期

○信長将軍邸

永禄12年(1569)

4 ○普及
◎東部開発

天正14年(1586)

◎秀吉天正地割

天正t9年(1591)

17C

1 ◎個別利用確立 ◎V期 近世都市
萌芽期

2

3
OVI期 近世都市
発展期

4

項目
個別都市論 近世城下町発展段階論

大坂 全国

氏名 鈴木秀典他 前川要

15C

1

2

3

4 △石山本願寺期

16C

1

2 △戦国城下町

3

4
◎豊臣前期 天正8年(1580)

○豊臣後期 慶長3年(1598)

◎近世城下町初現期

天正4年(1576)

17C

1
○徳川初期

慶長20年(1615)

○近世城下町完成期

慶長6年(1601)

2

3

4

35



変
し
ま
す
。

こ
の
堺
環
濠
都
市
遺
跡

の
変
化
に

つ
い
て
は
、
森
村
健

一
氏

(参
考
文
献
19
)
や
績
伸

一
郎
氏

(参
考
文
献

10
)
ら
に
よ
る
画
期
論
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

れ
ん
に
ょ

大
坂
は
、
明
応
五
年

(
一
四
九
六
)
に

一
向
宗

(今
日
の
浄
土
真
宗
)
の
蓮
如
が
こ
の
地
に
坊
舎
を
建
立
し
た
こ
と
を
端

緒
と
し
ま
す
。
天
文
元
年

(
一
五
三
二
)
に

一
向
宗
の
本
拠
地
で
あ

っ
た
京
都
の
山
科
本
願
寺
が
法
華
宗
徒
ら
に
よ

っ
て
焼

き
討
ち
さ
れ
て
以
後
は
、
こ
れ
に
替
わ

っ
て
、
大
坂
の
蓮
如
の
坊
舎
跡
に
造
ら
れ
た
石
山
本
願
寺
が
畿
内
の
中
心
的
寺
内
町

に
成
長
し
ま
す
。
元
亀
元
年

(
一
五
七
〇
)
か
ら
天
正
八
年

(
一
五
八
〇
)
ま
で
、
織
田
信
長
と
対
立
し
て
石
山
合
戦
が
行

わ
れ
、
顕
如
が
退
去
し
て
終
わ
り
を
告
げ
た
後
、
跡
地
に
豊
臣
秀
吉
が
大
坂
城
と
城
下
町
を
築
き
、
豊
臣
政
権
の
本
拠
地
と

な
り
ま
す
。
秀
吉
晩
年

の
慶
長
三
年

(
一
五
九
八
)
に
は
、
嫡
男
秀
頼

の
こ
と
を
考
え
て
か
、
三
の
丸
を
構
築
し
町
屋
を
船

場
に
移
す
な
ど
、
城
下
町
を
大
改
造
し
ま
す

(第
13
図
)
。
慶
長

一
九
年
～
二
〇
年

(
一
六

一
四
～

一
五
)
に
は
、
豊
臣
勢

力
を

つ
ぶ
す
べ
く
徳
川
家
康
が
大
坂
城
を
攻
め
て
大
坂
冬
の
陣

・
夏
の
陣
が
起
こ
り
、
以
後
徳
川
氏
の
江
戸
期
大
坂
城
、
城

下
町
建
設
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
出
来
事
と
と
も
に
大
坂
城
下
町
も
大
き
く
変
化
し
、
画
期
と
な

っ
た
こ
と
が
故
鈴
木

秀
典
氏

(参
考
文
献
9
)
や
森

毅
氏

(参
考
文
献

4
)
、
松
尾
信
裕
氏

(参
考
文
献
16
)
ら
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
畿
内
の
有
力
武
士
の
拠
点
で
あ
る
畠
山
氏
の
高
屋
城

(大
阪
府
羽
曳
野
市
)
、
畠
山
氏
、
の
ち
三
好
義
継

・
若

江
三
人
衆
ら
が
拠

っ
た
若
江
城

(大
阪
府
東
大
阪
市
)
、
池
田
氏
の
池
田
城

(大
阪
府
池
田
市
)
、
伊
丹
氏
の
伊
丹
城

(兵
庫
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県
伊
丹
市
)
な
ど
で

一
五
世
紀
後
半
～

一
六
世
紀
初
頭
以
降
に
遺
構
が
次
第
に
濃
密
に
検
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

一
六
世

紀
中
頃
以
降
い
わ
ゆ
る
戦
国
城
下
町
と
し
て
成
長
し
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
織
豊
政
権
に
よ

っ
て
城
主
が
追
わ
れ
、
城
郭
が
破
却
さ
れ
る
と
、
城
下
町
の
性
格
が
大
き
く
変
化
し
て
い
く
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。
伊
丹

・

有
岡
城
下
町
に
つ
い
て
は
、
藤
本
史
子
氏

(参
考
文
献
13
)
、
小
長
谷
正
治
氏

(参
考
文
献
1
)
、
川
口

(参
考
文
献
2
)
ら

の
研
究
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
城
下
町
は
、
中
世
後
期
に
経
済
的
拠
点
で
あ

っ
た
宿
場
町
や
市
の
座
を
奪
い
、
新

た
な
地
域
的
拠
点
と
な

っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

加
え
て
、
近
世
城
下
町
の
規
範
と
な

っ
た
織
田
信
長

・
豊
臣
秀
吉
ら
織
豊
系
大
名
が
各
地
に
築
い
た
織
豊
系
城
郭
と
城
下

町
の
発
展
過
程
が
前
川

要
氏
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
、
天
正
四
年

(
一
五
七
六
)
前
後
の
織
田
信
長
の
安
土
城
下
町
建

設
を
近
世
城
下
町
の
初
現
期
と
し
て
と
ら
え
、
慶
長
六
年

(
一
六
〇

一
)
前
後
の
姫
路
城
下
町
建
設
を
め
ど
に
近
世
城
下
町

の
完
成
期
と
な
る
、
と
さ
れ
て
い
ま
す

(参
考
文
献

15
、
第
1
図
、
第
2
図
)
。
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(
2
)
個
別
遺
構
に
よ
る
画
期
論

都
市
遺
跡
の
発
掘
、
研
究
が
進
む
中
で
、
都
市
を
横
断
し
て
個
別
の
遺
構
を
も
と
に
し
て
発
展
過
程
を
考
察
す
る
研
究
も

進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
次
節
の
遺
物
に
よ
る
画
期
論
と
と
も
に
都
市
生
活
レ
ベ
ル
で
の
生
活
様
式
の
変
化
を
反
映
し

た
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。



便
所
遺
構
は
、
糞
尿
を
肥
料
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
都
市
か
ら
農
村

へ
と
買
い
取
ら
れ
て
い
く
近
世
的
リ
サ
イ
ク
ル
シ

ス
テ
ム
を
象
徴
す
る
遺
構
の
ひ
と
つ
で
す
。
私
の

一
五
世
紀
第
3
四
半
期
に
出
現
し
、

一
六
世
紀
第
2
四
半
期
以
降
各
戸
に

個
別
に
設
け
ら
れ
る
こ
と
を
も

っ
て
画
期
と
す
る
考
え
方

(参
考
文
献
2
b
)
や
、
こ
れ
に
加
え
て

一
七
世
紀
第
1
四
半
期

に
確
立
す
る
、
と
し
た
前
川

要
氏

(参
考
文
献
15
b
)
の
説
が
あ
り
ま
す
。

か
ま
と

竈

遺
構
は
古
く
か
ら
寺
院
な
ど
で
見
ら
れ
ま
す
が
、
近
世
に
は
都
市
住
宅
に
個
別
に
造
り
つ
け
竈
と
し
て
定
着
し
て
い

き
ま
す
。
都
市
生
活
の
上
か
ら
近
世
の
成
立
を
う
か
が
え
る
遺
構
で
す
。
こ
れ
に
は
、
城
郭
の
資
料
を
中
心
と
し
て
ま
と
め

た
山
上
雅
弘
氏
の
研
究

(参
考
文
献
20
)
が
あ
り
、

一
六
世
紀
第
4
四
半
期
に
普
及
す
る
と
し
ま
す
。

2

.
遺

物
論

か

ら
見

た
画

期

(
表

2
)

(
1
)
陶
磁
器
に
よ
る
画
期

陶
磁
器
に
よ
る
画
期
論
と
し
て
は
、
国
産
陶
磁
器
の
う
ち
新
規
に
成
立
し
た
描
画
陶
器
で
あ
る
佐
賀
県
の
唐
津
焼
、
岐
阜

県
の
志
野
焼
の
成
立
を
画
期
と
す
る
鈴
木
重
治
氏
の
説

(参
考
文
献
8
)
が
あ
り
ま
す
。
鈴
木
氏
は
こ
の
時
期
を
天
正

一
〇

年
代

(
一
五
八
二
～
九
二
)
に
お
い
て
い
ま
す
。

一
方
、
消
費
地
遺
跡
の
出
土
陶
磁
器
全
体
の
組
成
変
化
か
ら
論
じ
た
も
の
に
、
奈
良
町
の
資
料
を
も
と
に
し
た
森
下
恵
介
・

立
石
堅
志
氏

の
論

(参
考
文
献
17
)
や
大
坂
城
下
町

の
資
料
を
も
と
に
し
た
森

毅
氏

(参
考
文
献
4
、
参
考
文
献
18
)
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の
論
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
前
者
は
奈
良
町
に

■
伊
万

里
系
陶
磁
器
」
す
な
わ
ち
肥
前
陶
磁
器
が
普
及
す
る

一
七
世
紀
第
2
四
半
期
の
奈
良
V
期
を
近
世

へ
の
画

期
と
し
ま
す
。
後
者
は
、
豊
臣
後
期
す
な
わ
ち
慶
長

三
年

(
一
五
九
八
)
以
後
と
徳
川
初
期

の

一
六
二
〇

年
代
以
降
に
大
き
な
画
期
を
見
出
し
て
い
ま
す
。

(
2
)
在
地
土
器
に
よ
る
画
期

一
方
、
各
遺
跡

の
近
在
で
生
産
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
素
焼
き
の
在
地
土
器
か
ら
は
、
中
世
に

一
般
的

で
あ

っ
た
瓦
な
ど
と
同
様
に
い
ぶ
し
焼
き
を
施
し
た

が

し
つ

瓦
質
土
器
か
ら
い
ぶ
し
を

か
け
な
い
土
師
質
土
器

へ

の
変
化
を

一
五
世
紀
後
半

に
認

め
、

一
七
世
紀
第

は

じ

し
つ

1
四
半
期
頃

の
土
師
質
土
器
皿
の
減
少
、
土
釜
の
衰

退
、
土
鍋

の
焙
烙
化
な
ど
を
画
期
と
と
ら
え
る
土
山

○小画期 ◎大画期表2遺 物論から見た画期論

項目 陶磁器 在地土器

氏名 鈴木重治 森下恵介 ・立石堅志 土山健史/森 村健一

15C

1

2

3

4 ○ 奈 良IV-A期 ○土師質化

16C

1

2

3 奈 良IV-B期

4

◎唐 津 ・志 野 出現

天 正10年 代

(1582～92)

奈 良IV-C期

17C

1
◎土師質皿減少
土釜衰退・土鍋焙烙化

2
◎奈良V期
肥前磁器出現

3

4
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健
史
氏

(参
考
文
献

12
)
や
森
村
健

一
氏
の
説

(参
考
文
献
19
)
が
あ
り
ま
す
。

(
3
)
そ
の
他
の
遺
物
に
よ
る
画
期

き
せ

る

そ
の
他
に
は
、
近
世
を
象
徴
す
る
遺
物
で
あ
る
煙
管
が
あ
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る

■南
蛮
貿
易
」
に
よ

っ
て
日
本
に
も
た
ら

さ
れ
た
も
の
で
、

一
六
世
紀
第
4
四
半
期
頃
に
伝
来
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
古
泉

弘
氏

(参
考
文
献
3
)
や
豊
田

裕
章
氏

(参
考
文
献
11
)
な
ど
の
考
察
が
あ
り
、私
も
伊
丹
郷
町
遺
跡
に
つ
い
て
の
論
考
を
提
示
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

(参

考
文
献
2
d
)
。

鉄
砲
も
同
様
で
す
が
、
文
献

か
ら
は
天
文

一
一
年

(
一
五
四
二
)

(イ

エ
ズ
ス
会

『日
本
教
会
史
』
)

や
天
文

一
二
年

(
一
五
四
三
)

(『鉄
炮
記
』
)
な
ど
の
説
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
ま
だ
考
古
学
的
に
は
不
明
確
で
す
。

一
六
世
紀
後
半
に
は

鉄
砲
玉
な
ど
が
遺
物
と
し
て
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
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3

.
都
市
遺

跡

の
主

な
遺

物

の
変
遷

と

画
期

次
に
私
な
り
に
畿
内

の
都
市
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
遺
物
を
ま
と
め
て
み
た
い
と
思
い
ま
す

(表
3
)
。
取
り
上
げ
た
遺
跡
は
、

中
世
後
期
か
ら
連
続
し
て
分
析
で
き
る
京
都
、
堺
環
濠
都
市
遺
跡
、
奈
良
町
で
す
。

用
途
別
に
見
る
と
、
供
膳
具
の
碗
皿
類
で
は
、
中
世
に
上
層
階
級
で
用
い
ら
れ
た
中
国
製
青
磁
は

一
六
世
紀
第
3
四
半
期



朝

鮮

人
陶
工

ら
に
よ

よ

っ
て
拘
束

さ
れ
た

秀
吉

の
朝
鮮
侵
略
に

れ

に
替

わ

っ
て
豊
臣

境
に

減
少
し
ま
す
。
こ

世
紀
第

2
四
半

期
を

表3都 市遺跡の主 な遺物の変遷

動
乱

の
た
め

に

一
七

し
か

し
、
明
末
清
初

の

民

に

も
普

及

し
ま
す
。

後
半
に
は
都
市
上
層

普

及

し
、

六
世
紀

紀
以
降
上
層
階
級
に

っ
た
青

花
は

一
五
世

代

か
ら
生
産

が
始
ま

を

境

に

衰

退

し
、

元

項目 供膳具 調理具 煮炊具

器種 碗 ・皿 揺鉢 釜

種類 青磁青花唐津志野1巴前 ○備前 ◇丹波 △信楽 口土器 土器

地域 西 日本 堺 京都 奈良 堺 京都 奈良

15C

1 0 0 ○ ■瓦 0 ■瓦 ●瓦 ●瓦 0

2 0 0 ○ ■質 0 ■質 ●質 ●質 0

3 0 O o　 0 　 ・ ・ 0

4 0 0 ○ 口土 0 △ ■ ◎土 ・ 0

16C

1 0 0 ○ 口師 00 00　 ◎師 ・ 0

2 0 0 ○ 口質 o △ ■ ◎質 0

3 0 O o　 000 00　 0 ○大 0

4 O 0 口 o　 00 △ ■ 0 ○和 0

17C

1 0 0 口 n o　 000 00　 0 ol2 0

2 0 0 口 n O Oo D 型 0

3 0 口 n O o n

4 0 口 n O 00 n

項目 煮炊具 その他

器種 鍋 ・焙烙 焼塩壺 風炉

種類 土器 土器 土器

地域 堺 京都 奈良 堺 京都 堺

15C

1 ◆瓦 ◆瓦 ◆瓦

2 ◆質 ◆質 ◆質

3 ◆ ◆ ◆
4 　 o ◆ ◆

16C

1 0 ◆ ◆

2 0 ◆

3 0 口大 口大 口 ◆

4 0 口和 口和 口 口 土△

17C

1 0 口型 口型 口 口 師△

2 焙● 口 口 口 口 質△

3 烙● ■焙 ■焙 口 口 n

4 ・ ■烙 ■烙 口 口 n
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っ
て
国
産
の
肥
前
磁
器
が

一
七
世
紀
第
1
四
半
期
か
ら
生
産
さ
れ
、

一
七
世
紀
後
半
に
は
農
村
に
も
普
及
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
よ
り
や
や
早
く
、
近
世
的
描
画
陶
器
の
唐
津
焼
、
志
野
焼
な
ど
が

一
六
世
紀
第
4
四
半
期
に
成
立
し
ま
す
。

調
理
具
で
は
、
中
世
後
期
に
西
日
本
を
中
心
に
普
及
し
て
き
た
岡
山
県
の
備
前
焼
の
播
鉢
が

一
七
世
紀
第
1
四
半
期
以
降

減
少
し
、
替
わ

っ
て
兵
庫
県
の
丹
波
焼
播
鉢
が
普
及
し
ま
す
。
堺
環
濠
都
市
遺
跡
で
は
、
中
世
か
ら
陶
器
を
補
完
し
て
き
た

す
り
ば
ち

瓦
質
土
器
播
鉢
は
、

一
五
世
紀
後
半
に
土
師
質
化
し
、

一
七
世
紀
第
1
四
半
期
を
境
に
減
少
し
ま
す
。
京
都
で
は
、
丹
波
焼

播
鉢
が
滋
賀
県
信
楽
焼
播
鉢
と
と
も
に

一
六
世
紀
初
頭
か
ら
普
及
し
始
め
、

一
七
世
紀
第
2
四
半
期
以
降
備
前
焼
の
衰
退
を

受
け
て
中
心
と
な
り
ま
す
。
奈
良
町
で
は
、
在
地
の
瓦
質
土
器
播
鉢
が

一
七
世
紀
第
2
四
半
期
ま
で
続
き
ま
す
が
、
以
後
は

一
五
世
紀
末
か
ら
普
及
す
る
信
楽
焼
播
鉢
が
主
流
と
な
り
ま
す
。

煮
炊
具
で
は
、
土
釜
は
堺
環
濠
都
市
遺
跡
で
は

一
五
世
紀
後
半
に
瓦
質
土
器
か
ら
土
師
質
土
器
に
変
化
し
、

一
七
世
紀
第

1
四
半
期
ま
で
存
在
し
て
い
ま
す
が
衰
退
し
ま
す
。
京
都
で
は
瓦
質
土
器
が

一
六
世
紀
第
1
四
半
期
ま
で
続
き
、
以
後
は
大

和
型
土
釜
が
流
通
し
て

一
七
世
紀
第
1
四
半
期
ま
で
残
る
が
衰
退
し
ま
す
。
奈
良
町
で
は
大
和
型
土
釜
が

一
七
世
紀
第
2
四

半
期
ま
で
残
る
が
、
衰
退
し
ま
す
。
以
後
は
お
そ
ら
く
土
釜
を
用
い
る
こ
と
が
衰
退
し
、
鉄
釜
が
中
心
と
な

っ
て
用
い
ら
れ

て
い
く
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
土
鍋
は
、
堺
環
濠
都
市
遺
跡
で
は
瓦
質
土
器
が

一
五
世
紀
末
ま
で
あ
り
、
こ
の
頃
に
兵
庫
県
の
東
播
地
域
の
土
鍋

の
系
譜
を
引
く
土
師
質
土
器
鍋
が
出
土
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

一
七
世
紀
第
2
四
半
期
以
降
、
底
の
浅
い
焙
烙
と
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な

っ
て
続
き
ま
す
。
京
都
で
は
、
瓦
質
土
器
が

一
六
世
紀
第
1
四
半
期
ま
で
あ
り
、

一
六
世
紀
後
半
か
ら
大
和
型
土
鍋
が
流

入
し
ま
す
。
そ
し
て
、

一
七
世
紀
第
3
四
半
期
か
ら
底
の
浅
い
焙
烙
と
な
り
ま
す
。
奈
良
で
は
、
大
和
型
土
鍋
が
京
都
と
同

時
期
に
出
現
し
、
同
様
に

一
七
世
紀
第
3
四
半
期
か
ら
焙
烙
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
も
土
釜
同
様
、

一
七
世
紀
前
半
以
後
は

用
途
を
失
い
、
副
次
的
機
能
、
す
な
わ
ち
妙
る
機
能
を
主
要
な
用
途
に
す
る
よ
う
に
器
形
が
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
本
来
の
鍋
の
実
用
的
機
能
は
、
や
は
り
鉄
製
品
が
担

っ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
他

の
遺
物
と
し
て
は
、
近
世
に
続
く
焼
塩
壺
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
堺
環
濠
都
市
遺
跡
で

一
六
世
紀
第
3
四
半
期
に

出
現
し
、
京
都
で
は
、

一
六
世
紀
の
第
4
四
半
期
に
流
通
し
ま
す
。
以
後
は
江
戸

へ
も
流
通
し
、
高
級
食
卓
塩
と
し
て
名
声

を
得
て
い
き
ま
す
。
風
炉
は
移
動
型
の
熱
源
で
す
。
中
世
に
は
瓦
質
土
器
で
し
た
が
、
堺
環
濠
都
市
遺
跡
で
は

一
六
世
紀
第

4
四
半
期
に
土
師
質
土
器
の
新
た
な
形
式
の
風
炉
が
生
ま
れ
、
江
戸
期
に
続
い
て
い
き
ま
す
。
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ま
と

め

遺
構
論
か
ら
は
、
天
正
四
年

(
一
五
七
六
)
前
後
の
織
田
信
長
の
安
土
城
下
町
建
設
を
近
世
城
下
町
の
初
現
期
と
し
て
と

ら
え
る
説
が
年
代
的
に
も

っ
と
も
古
く
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。
続
い
て
、
天
正

一
一
年

(
一
五
八
三
)
の
豊
臣
秀
吉
の
大
坂

城
下
町
建
設
、
天
正

一
四
年

(
一
五
八
六
)
の
堺
の
環
濠
を
埋
め
都
市
改
造
す
る
こ
と
や
、
天
正

一
九
年

(
一
五
九

一
)
の

京
都

の
天
正
地
割
り
な
ど
豊
臣
秀
吉
の
事
業
が
続
き
ま
す
。
前
川
氏
の
近
世
城
下
町
発
展
段
階
論

(第
1
図
、
第
2
図
)
で



は
、
慶
長
六
年

(
一
六
〇

一
)
前
後
の
姫
路
城
下
町
建
設
を
め
ど
に
近
世
城
下
町
完
成
期
と
と
ら
え
、
こ
れ
と
共
に
個
別
便

所
の
確
立
が
あ
る
と
し
て
二
段
階
で
と
ら
え
て
い
ま
す
。
最
終
的
に
は
、
大
坂
城
下
町
や
堺
環
濠
都
市
遺
跡
に
お
け
る
慶
長

二
〇
年

(
一
六

一
五
)
以
後
の
徳
川
氏
に
よ
る
再
興
に
よ

っ
て
、
江
戸
期
の
姿
が
確
立
し
ま
す
。

個
別
遺
構
か
ら
は
、
便
所
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
早
い
と
こ
ろ
で
は

一
六
世
紀
第
2
四
半
期
に
近
世
に
続
く
要
素
が
見
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、

一
五
世
紀
後
半
に

一
つ
の
画
期
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
遺
物
論
か
ら
は
、
天
正

一
〇
年
代

(
一
五
八
二
～
九
二
)
の
唐
津

・
志
野
焼
の
登
場

(但
し
、
大
坂
城
下
町
の
調

査
成
果
で
は
、
豊
臣
後
期
11

一
五
九
八
年
以
降
に
普
及
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
)
、

一
六
世
紀
末
～

一
七
世
紀
第
1
四

半
期
の
土
釜
の
衰
退
や
土
鍋
の
焙
烙
化
、

一
七
世
紀
第
2
四
半
期
頃
か
ら
の
肥
前
磁
器
の
普
及
な
ど
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

遺
物
組
成
を
見
る
と
、
青
磁
か
ら
青
花
に
移
行
し
た
り
焼
塩
壷
が
登
場
す
る

一
六
世
紀
前
半
か
ら
中
頃
に
、
そ
の
初
動
を

見
る
事
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
唐
津

・
志
野
焼
の
普
及
、
す
な
わ
ち
主
要
な
碗
皿
類
が
国
産
陶
器
類
に
よ

っ
て
占
め
ら
れ

る
日
常
雑
器
の
近
世
的
組
成

の
成
立
が

一
七
世
紀
第
1
四
半
期
に
見
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
産
陶
器
が
肥
前
磁
器
に
替
わ

り
、
土
師
質
土
器
が
衰
退
す
る
な
ど
し
て
器
種
組
成
が
落
ち

つ
く
の
は
、

一
七
世
紀
第
2
四
半
期
ま
で
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、

瓦
質
土
器
の
土
師
質
土
器
化
な
ど
の
動
き
は
、

一
五
世
紀
後
半
～
末
か
ら
見
ら
れ
ま
す
。

巨
視
的
に
み
れ
ば
、
遺
構

・
遺
物
の
様
相
は
、
ど
ち
ら
も

一
五
世
紀
後
半
～
末
か
ら
そ
の
下
地
が
形
成
さ
れ
、

一
六
世
紀

第
2
四
半
期
頃
か
ら
少
し
ず

つ
近
世
的
要
素
が
芽
生
え
、

一
七
世
紀
中
頃
ま
で
か
か
っ
て
近
世

へ
の
移
行
が
完
成
し
ま
す
。
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従

っ
て
、

一
六
世
紀
第
2
四
半
期
頃
か
ら

一
七
世
紀
中
頃
ま

で
を
移
行
期
と
し

て
大
き
く
と
ら
え

て
も

い
い

の
で
は
な

い
か

と
私

は
考
え

て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
、
大
き
な
変
化
期
と
し

て
、

皿III

期 期 期

VN
期 期

一
六
世
紀
第
2
四
半
期
頃
～

一
六
世
紀
後
半
の
織
田
期

(天
正
四
年

(
一
五
七
六
)
)
ま
で

一
六
世
紀
後
半
の
織
田
期

(天
正
四
年

(
一
五
七
六
)
)
～

一
六
世
紀
末
の
豊
臣
期

(天
正

一
一
年

(
一
五
八
三
)
)

一
六
世
紀
末
以
後
の
豊
臣
期

(天
正

一
一
年

(
一
五
八
三
)
)
～

一
七
世
紀
初
頭

(
一
六
〇
〇
年
前
後

(豊
臣
氏

後
期
大
坂
城
期
)

一
七
世
紀
初
頭

(
一
六
〇
〇
年
前
後

(豊
臣
氏
後
期
大
坂
城
期
)
～

一
七
世
紀
第
2
四
半
期
徳
川
初
期
)

一
七
世
紀
第
2
四
半
期
徳
川
初
期
～

一
七
世
紀
中
頃
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が
あ
り
、
五
段
階
で
と
ら
え
て
は
ど
う
か
と
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
1
期
は
、
ま
だ
顕
著
な
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
胎
動
期
と
呼
ぶ
べ
き
段
階
で
す
。
H
期
は
、
織
田
信
長
に
よ
り
、

安
土
城
下
町
が
建
設
さ
れ
ま
す
。
近
世
を
象
徴
す
る
政
治
的
遺
跡
の
近
世
城
郭

・
城
下
町
の
初
現
期
で
あ
り
、
萌
芽
期
と
い

え
ま
す
。
皿
期
は
、
豊
臣
秀
吉
に
よ

っ
て
大
坂
城
下
町
が
建
設
さ
れ
、
京
都

・
堺
の
改
造
が
行
わ
れ
ま
す
。
近
世
城
郭

・
城

下
町
の
普
及
期
で
あ
り
、
唐
津

・
志
野
焼
の
出
現
、
焼
塩
壷
の
普
及
な
ど
が
見
ら
れ
、
成
長
期
と
呼
べ
ま
す
。
N
期
は
、
近



世
城
下
町
の
完
成
期
で
あ
る
と
と
も
に
、
唐
津

・
志
野
焼
の
普
及
、
土
師
質
土
器
の
衰
退
な
ど
前
後
に
ま
た
が
る
要
素
が
数

多
く
現
れ
ま
す
。
タ
イ

・
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
国
際
的
で
多
彩
な
輸
入
陶
磁
器
の
出
土
を
見
る
の
も
、
特
徴
的
で
す
。
発
展
期
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
V
期
は
、
肥
前
磁
器
の
出
現

・
普
及
な
ど
以
後
の
近
世
的
要
素
が
出
そ
ろ
う
時
期
で
あ
り
、
完
成

期
と
呼
べ
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
動
き
は
先
進
的
大
都
市
の
も
の
で
あ
り
、
地
方
の
中
小
都
市
や
農
村
の
動
向
と
は

一

致
し
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
調
査

・
研
究
の
遅
れ
も
あ

っ
て
今
後
の
課
題
で
す
。

(2) (1)

主
な
参
考
文
献

小
長
谷
正
治

■有
岡
城
大
溝
筋
堀
跡
と
地
割
」
『地
域
研
究
い
た
み
三
四
」
伊
丹
市
立
博
物
館

二
〇
〇
五
年

a

川
口
宏
海

■近
世
在
郷
町
に
お
け
る
屋
敷
地
利
用
の
変
遷
-
摂
津
国
伊
丹
郷
町
を
中
心
と
し
て
ー
」

『大
手
前

女
子
短
期
大
学

・
大
手
前
栄
養
文
化
学
院

・
大
手
前
ビ
ジ
ネ
ス
学
院
研
究
集
録
」
第

一
一
号
大
手
前
女
子
学
園

一
九
九

一
年

b

川
口
宏
海

■中

・
近
世
都
市
に
お
け
る
便
所
遺
構
の
諸
様
相
」

『関
西
近
世
考
古
学
研
究
皿
』
関
西
近
世
考
古

学
研
究
会

一
九
九
二
年

c

川
口
宏
海

■
日
本
中
世
の
土
釜
に

つ
い
て
」

『考
古
学
ジ

ャ
ー
ナ
ル
四
〇
九
』

ニ
ュ
ー
サ
イ

エ
ン
ス
社

一
九
九
六
年
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(5)(4)(3)(8)(7)(6)

d

川
口
宏
海

■兵
庫
県
伊
丹
郷
町
遺
跡
出
土
の
煙
管
に
つ
い
て
」
『大
手
前
大
学
社
会
文
化
学
部
論
集
」
第
1
号

大
手
前
大
学

二
〇
〇

一
年

e

川
口
宏
海

■兵
庫
県
伊
丹
郷
町
遺
跡
出
土
近
世
遺
物
の
様
相
」
『摂
河
泉
と
そ
の
周
辺
の
考
古
学

藤
井
直
正

氏
古
稀
記
念
論
文
集
』
藤
井
直
正
氏
の
古
稀
を
祝
う
会

真
陽
社

二
〇
〇
二
年

f

川
口
宏
海

■
一
六
二

七
世
紀
に
お
け
る
輸
入
陶
磁
器
の
受
容
と
交
流
文
化
」

『交
流
す
る
文
化

の
中
で

平

成

一
六
年
度
大
手
前
大
学
公
開
講
座
講
義
録
』
大
手
前
大
学
人
文
科
学
部
総
務
課

二
〇
〇
五
年

g

川
口
宏
海

・
赤
松
和
佳

■関
西
に
お
け
る
陶
磁
器

・
土
器
の
様
相
」
『海
な
き
国
々
の
モ
ノ
と
ヒ
ト
の
動
き
』

内
陸
遺
跡
研
究
会

二
〇
〇
五
年

古
泉

弘

『江
戸
を
掘
る
』
柏
圭
旦
房

一
九
八
三
年
他

財
団
法
人
大
阪
市
文
化
財
協
会

『難
波
宮
祉
の
研
究

第
九
』

一
九
九
二
年

財
団
法
人
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

『平
安
京
左
京
北
辺
四
坊
」
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
調
査
報
告
第
二
二

冊

二
〇
〇
四
年

堺
市
教
育
委
員
会

『堺

堺
市
文
化
財
調
査
報
告
第

一
五
集
』

一
九
八
三
年

佐
久
間
貴
士

・
鈴
木
秀
典
他

『よ
み
が
え
る
中
世
二

本
願
寺
か
ら
天
下

一
へ
大
坂
」
平
凡
社

一
九
八
九
年

鈴
木
重
治

■近
世
都
市
遺
跡
出
土
陶
磁
器
の
諸
問
題
」
『東
洋
陶
磁

一
九
」
東
洋
陶
磁
学
会

一
九
九
二
年
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(15) (14)(13) (12) (11)(lo) (9)(17) (16)

鈴
木
秀
典

■大
坂
城
跡

の
豊
臣
前
期
と
豊
臣
後
期
」
『関
西
近
世
考
古
学
研
究
1
」
関
西
近
世
考
古
学
研
究
会

一
九
九

一
年

績
伸

一
郎

■中
世
都
市

堺
」
『中
世
都
市
研
究
1
都
市
空
間
』
新
人
物
往
来
社

一
九
九
四
年

豊
田
裕
章

■煙
管
と
近
世
初
期
風
俗
画
-

一
七
世
紀
代
に
お
け
る
京

・
大
坂

・
堺
の
出
土
品
を
中
心
と
し
て
ー
」
『関

西
近
世
考
古
学
研
究
皿
』
関
西
近
世
考
古
学
研
究
会

一
九
九
二
年

土
山
健
史

■堺
環
濠
都
市
遺
跡
に
お
け
る

一
五
・
一
六
世
紀
の
在
地
土
器
」
『中
近
世
土
器
の
基
礎
研
究
V
』
日
本
中

世
土
器
研
究
会

一
九
八
九
年

藤
本
史
子

■中
世
都
市
伊
丹
の
考
古
学
研
究
」
『
ヒ
ス
ト
リ
ア

一
八
八
』
大
阪
歴
史
学
会

二
〇
〇
四
年

堀
内
明
博

『ミ
ヤ
コ
を
掘
る
』
淡
交
社

一
九
九
五
年

a

前
川

要

『都
市
考
古
学
の
研
究
』
柏
圭
旦
房

一
九
九

一
年

b

前
川

要

■関
西
地
方
に
お
け
る
中
世
か
ら
近
世

へ
の
便
所
遺
構
」
『月
刊
文
化
財

平
成
四
年

一
=

第

一

法
規

一
九
九
二
年

松
尾
信
裕

■豊
臣
期
大
坂
城
下
町
の
成
立
と
展
開
」
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
ニ
○
〇
四
年
度
大
会
特
集
号
』
第

一
九
三
号

大
阪
歴
史
学
会

二
〇
〇
五
年

森
下
恵
介

・
立
石
堅
志

■大
和
北
部
に
お
け
る
中
近
世
土
器
の
様
相
」
『奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
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(19) (ls)(20)

一
九
八
六
年

森

毅

■
一
六
二

七
世
紀
に
お
け
る
陶
磁
器

の
様
相
と
そ
の
流
通
-
大
坂
の
資
料
を
中
心
に
ー
」

『
ヒ
ス
ト
リ
ア

一
九
九
五
年
大
会
特
集
号
』
第

一
四
九
号

一
九
九
六
年

a

森
村
健

一

■
八
〇
年
代

の
研
究
成
果
と
今
後
の
展
望

一
七
世
紀
以
後
」
『中
近
世
土
器
の
基
礎
研
究
W
』
日
本

中
世
土
器
研
究
会

一
九
九
〇
年

b

森
村
健

一

■堺
環
濠
都
市
遺
跡
に
お
け
る
中
近
世
陶
磁
器
余
録
」

『東
洋
陶
磁

一
九
』
東
洋
陶
磁
学
会

一
九
九
二
年

山
上
雅
弘

■竈
に
つ
い
て
」
『近
世
都
市
の
構
造
』
関
西
近
世
考
古
学
研
究
会

一
九
九

一
年
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第1図 織豊系城下町編年表(参 考文献15aよ り)
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第2図 織豊系城下町編年模式図(参 考文献15aよ り改変)
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第3図 京都 安土桃山から江戸時代初期(参 考文献14よ り改変)
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祖類 ・産地 碗片融

中国陶班器 舶5

朝飾陶班器 23

肥前系陶置 茄
一
禰戸 ・美堤果陶睡 193

信#1 1距

丹甑 It

帽荊 冊

歌質結柚陶器 暗

土師質土器 奪帖

瓦買土器 45i一一
不明 ・そめ他 30野

計 19胴一

土Flfi45出 土遺勃産地組 岐

種頸 ・酷地 霞片舐

中国陶砲器 91ユ

肥前孟曲器 39

肥前飛陶器 弱E

韻戸 ・美漉系陶器 82

侶堆 7

丹誼 29

口前
一

37

土師貿土鯉 19'9一 一
瓦質土罷 61

ギ明1そo他 213

計 1932

穴蔵054呂B出 土遺靭産地組成

第4図 京都公家町の16世 紀末～17世 紀初頭(上)

遺物組成一1(参 考文献5よ り)

と17世 紀前半(下)の
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租顛 ・産地 琉片歌
中国陶礁藷 a{帽一
朝蝉陶礁謡 f一
べトナ幽陶雌器 i

肥前系醒器 3936一
肥酊柔陶器 213

額戸 ・美膿畢陶器
一

74

京廓 lU8

信楽 肥5

丹肢 26

備前 22一
1土師質土器 437

!瓦 質土詐 sa一
丁明 ・寺の他 アア

ar
一一
田訓

土B725出 土遺物産地組成

第5図 京都公家町の17世 紀中頃の遺物組成(参 考文献5よ り)

Flく:1・:.w1'll"岬1出1.1i1殉

第6図 京 都 公 家 町 の16世 紀 末 ～17世 紀 初 頭 の 遺 物(参 考 文 献5よ り)
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第7図 京 都 公 家 町 の17世 紀 前 半 の 遺 物(参 考 文 献5よ り)

1軍1・11丁:三11',1らLLI

第8図 京 都 公 家 町 の17世 紀 中 頃 の 遺 物(参 考 文 献5よ り)
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▼15世 祀初め までに町屋が形成された地i'i

■15世 紀末一1岱世祀初に町崖 が形成 さ札た

塵is世 紀末に町屋 が形庇された地点 ノ彰
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積
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堺の空間構造概念図

 

ま
・
図

堺の空間構造概念図(参 考文献10よ り)第9図
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　一

第10図 堺環濠都市遺跡の14世 紀後半～16世 紀前半の遺物

(参考文献6よ り改変S=1/20)
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第11図 堺環濠都市遺跡の16世 紀中頃～後半の遺物

(参考文献6よ り改変S=1/20)

一56一



第12図 堺環濠都市遺跡の17世 紀初頭～後半の遺物

(参考文献6よ り改変S=1/20)
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豊臣後期後半の大坂復元図(参 考文献16よ り)第13図
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